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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公開番号】特開2016-82358(P2016-82358A)
【公開日】平成28年5月16日(2016.5.16)
【年通号数】公開・登録公報2016-029
【出願番号】特願2014-211042(P2014-211042)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ    5/00     ７２５　
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月10日(2017.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ライブビューもしくは動画撮影中に、ズーム位置とズーム方向を含むレンズ情報を取得
する取得手段と、
　前記取得手段が取得した前記レンズ情報に含まれるズーム位置に対応する、収差を補正
するための補正係数を記憶手段から読み出す読み出し手段と、
　前記記憶手段から読み出した前記補正係数を用いて、前記ライブビューもしくは動画に
対して収差補正を行う補正手段と、
　前記レンズ情報に含まれるズーム方向に基づいて、前記記憶手段に記憶されている収差
を補正するための補正係数に対応するズーム位置よりも、前記ズーム方向におけるズーム
位置の端部に近いズーム位置に対応する収差を補正するための補正係数を算出し、算出し
た前記補正係数を前記記憶手段に記憶させる算出手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、前記ズーム方向が第１の側である場合において、前記算出手段により
算出される前記補正係数を記憶するための空き容量がない場合は、保持している補正係数
のうち前記第１の側とは反対の第２の側の補正係数を削除することを特徴とする請求項１
に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記ズーム方向が第１の側であって、前記記憶手段が前記第１の側におけるズーム可能
な端の補正係数を記憶している場合に、前記算出手段は、前記第１の側とは反対の第２の
側における補正係数を算出することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記算出手段は、前記補正係数を算出するために必要な時間とズーム速度に基づいて、
前記補正係数を算出する間隔を求めることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項
に記載の画像処理装置。
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【請求項５】
　前記補正係数を算出する間隔と前記算出手段が前記補正係数を算出する際に用いる補正
係数パラメータを保持している間隔に基づいて、ズーム速度を設定する設定手段を有する
ことを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記設定手段は、前記補正係数パラメータを保持している間隔よりも、前記補正係数を
算出する間隔の方が大きい場合、前記ズーム速度を遅くすることを特徴とする請求項５に
記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記算出手段は、前記ズーム方向が第１の側であり、かつ、ズーム位置と収差特性の強
度との関係に基づいて、前記収差特性の変化量が大きい側が前記第１の側である場合に、
前記収差特性の変化量が小さい側が前記第１の側である場合よりも前記補正係数を多く算
出することを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記算出手段は、第１のモードにおいて第１の補正強度の補正係数を算出し、前記第１
のモードと異なる第２のモードにおいて前記第１の補正強度よりも低い第２の補正強度の
補正係数を算出することを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１項に記載の画像処理
装置。
【請求項９】
　前記第１のモードは静止画撮影モードであり、前記第２のモードはライブビューモード
または動画撮影モードであることを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記補正係数は、歪曲収差補正係数であることを特徴とする請求項１ないし９のいずれ
か１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　被写体からの光を受光し画像データを生成する撮像素子と、
　請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の画像処理装置と、を備えた撮像装置。
【請求項１２】
　ライブビューもしくは動画撮影中に、ズーム位置とズーム方向を含むレンズ情報を取得
するステップと、
　取得した前記レンズ情報に含まれるズーム位置に対応する、収差を補正するための補正
係数を記憶手段から読み出すステップと、
　前記記憶手段から読み出した前記補正係数を用いて、前記ライブビューもしくは動画に
対して収差補正を行うステップと、
　前記レンズ情報に含まれるズーム方向に基づいて、前記記憶手段に記憶されている収差
を補正するための補正係数に対応するズーム位置よりも、前記ズーム方向におけるズーム
位置の端部に近いズーム位置に対応する収差を補正するための補正係数を算出し、算出し
た前記補正係数を前記記憶手段に記憶させるステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一側面としての画像処理装置は、ライブビューもしくは動画撮影中に、ズーム
位置とズーム方向を含むレンズ情報を取得する取得手段と、前記取得手段が取得した前記
レンズ情報に含まれるズーム位置に対応する、収差を補正するための補正係数を記憶手段
から読み出す読み出し手段と、前記記憶手段から読み出した前記補正係数を用いて、前記
ライブビューもしくは動画に対して収差補正を行う補正手段と、前記レンズ情報に含まれ
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るズーム方向に基づいて、前記記憶手段に記憶されている収差を補正するための補正係数
に対応するズーム位置よりも、前記ズーム方向におけるズーム位置の端部に近いズーム位
置に対応する収差を補正するための補正係数を算出し、算出した前記補正係数を前記記憶
手段に記憶させる算出手段と、を有することを特徴とする。
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